
放課後子供教室における連携の充実に向けて 

～県内外の放課後子供教室の先行事例に学ぶ～ 

 広島県立生涯学習センター 主査 柳川明美 
 調査研究調査研究調査研究調査研究の概要の概要の概要の概要    本研究では，放課後子供教室（以下「教室」という。）と放課後児童クラブ（以下「クラブ」という。），学校，家庭など，各関係機関との連携の状況について，全国のデータや，広島県内の様子などを通じて明らかにしようとしている。 さらに，広島県内をはじめ，全国の教室の中で，各関係機関との連携を先進的に行っている教室について，モデル事例として，その取組を示すとともに，それらのことを通して見えてきたことを基に，各関係機関との連携についての提案を行う。 今年度，厚生労働省，文部科学省によって示された「放課後子ども総合プラン」の中で，教室とクラブの一体的又は連携的な実施について，具体的な数値目標を示されるとともに，教室の実施に当たり，学校とクラブ及び教室との連携・協力の必要性が述べられた。また，近年の子供を取り巻く状況から考えても，教室とクラブあるいは，学校，家庭など，各関係機関との連携の大切さは重要度を増していると考えられる。 全国の連携に関わる現状を見ると，教室と学校間では，情報交換はある程度行われているが，運営について協働，協議を行うまでの連携は十分ではない。教室と家庭間では，教室への参加経験がない保護者の割合が高い。教室とクラブ間では，「一体的に実施」，「連携して実施」について，共に低い数値になっている。広島県内では，教室と学校間，教室と家庭間では何らかの連携を行っている割合が９割を超える一方で，教室とクラブ間の連携は半数程度に留まっている傾向が分かる。 そうした中，各関係機関との取組に積極的に取り組んでいる事例も多くある。今回，県内の事例では，教室と家庭間の連携のモデル事例として，庄原市の山内放課後子ども教室，教室と家庭，クラブ間の連携のモデル事例として，安芸郡府中町の府中町放課後子供教室を取り上げた。全国の事例では，教室と学校間のモデル事例として，京都府長岡京市の神足すくすく教室，教室とクラブの一体的実施のモデル事例として，東京都世田谷区ＢＯＰを取り上げた。 これらのことから見えてきたことを参考に，教室と学校，教室と家庭，教室とクラブとの連携を進める上で必要な，連携の素地づくり，連携しやすい行事などについての提案を行う。 

 

 

 調査研究調査研究調査研究調査研究のののの構成構成構成構成    テーマ設定の理由 １ 連携に関わる現状と分析～全国～ ２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～ ３ 連携のモデル事例 ４ 連携についての提案 ５ まとめ 参考文献 
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放課後子供教室における

連携の充実に向けて

～県内外の放課後子供教室の先行事例に学ぶ～

広島県立生涯学習センター広島県立生涯学習センター広島県立生涯学習センター広島県立生涯学習センター

主査主査主査主査 柳川柳川柳川柳川 明美明美明美明美

テーマ設定の理由 研究のねらい

① 放課後子供教室における学校・家庭・放課後児童クラブ

等との連携の状況について，現状を整理する。

② 先進事例をもとに，放課後子供教室における各機関との

連携の具体の取組や工夫についての方策と，今後の展望

を考察する。

以上のことで，県内の放課後子供教室教育活動サポー

ター，放課後子供教室コーディネーター等へ，各機関との連

携の必要性について再確認できるものとしたいと考え本テー

マを設定した。
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テーマ設定の理由

１ 連携に関わる現状と分析～全国～

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

３ 連携のモデル事例

４ 連携についての提案

５ まとめ

参考文献

目目目目 次次次次

放課後子供教室と学校・家庭・放課後児童クラブ等との

連携の大切さは重要度を増している。

全国の状況

● 「放課後子ども総合プランについて」

放課後児童クラブ及び放課後子供教室の，一体的又は連携実

施の目標

放課後子供教室の実施に当たり「学校と放課後児童クラブ

及び放課後子供教室との密接な連携・協力が必要」

● 子供を取り巻く状況の多様化，複雑な家庭環境，発達上

の課題を抱えるなど，配慮を要する子供が増加。

テーマ設定の背景

これらのことから
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〈趣旨・目的〉

〇 共働き家庭等の「小１の壁」を打破するとともに，次代を担う人

材を育成するため，全ての就学児童が放課後等を安全・安心に

過ごし，多様な体験・活動を行うことができるよう，一体型を中心

とした放課後児童クラブ及び放課後子供教室の計画的な整備等

を進める

〈国全体の目標〉

〇 平成31年度末までに，以下を実施することを目指す

・ 放課後児童クラブについて，約30万人分を新たに整備
・ 全小学校区（約２万か所）で放課後児童クラブと放課後子供

教室を一体的に又は連携して実施し，うち１万か所以上を一体

型で実施

１ 連携に関わる現状と分析～全国～

（１） 国が示す目標①～厚生労働省，文部科学省「放課後子ども総合プラン」より～

市町村における放課後児童クラブ及び放課後子供教室の実施に当

たり

（ア） 学校施設を活用した放課後児童クラブ及び放課後子供教室

の実施促進

（イ） 一体型の放課後児童クラブ及び一体型の放課後児童クラブ及び一体型の放課後児童クラブ及び一体型の放課後児童クラブ及び放課後子供教室の放課後子供教室の放課後子供教室の放課後子供教室の実施実施実施実施

（ウ） 放課後放課後放課後放課後児童クラブ及び放課後子供教室児童クラブ及び放課後子供教室児童クラブ及び放課後子供教室児童クラブ及び放課後子供教室の連携による実施の連携による実施の連携による実施の連携による実施

（エ） 学校・家庭と学校・家庭と学校・家庭と学校・家庭と放課後児童クラブ及び放課後子供放課後児童クラブ及び放課後子供放課後児童クラブ及び放課後子供放課後児童クラブ及び放課後子供教室との密教室との密教室との密教室との密

接な連携接な連携接な連携接な連携

（オ） 民間サービスを活用した多様なニーズへの対応

１ 全国的な連携に関わる現状と分析

（2） 国が示す目標②～厚生労働省，文部科学省「放課後子ども総合プラン」より～
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「放課後子供教室の活動を教職

員が見たことがある」

24%

23%
48%

3% 2% 毎回見ている定期的に見ている何度か見ている一度も見たことがない無回答
12

35

67

88

65

33

0% 50% 100%

行事で連携教育方針等の情報共有児童についての情報交換 はいいいえ
※放課後子供教室関係者，放課後児童クラブ関係者を含む

１ 連携に関わる現状と分析～全国～
（３）学校との連携～文部科学省委託調査「放課後子どもプラン実施状況調査報告書」より～「学校と放課後子どもプラン指導者，コーディネーターとの間で次の連携をしている」

「次の方法で放課後子供教室

へ参加したことがある」

67

4

11

19

33

96

89

81

0% 50% 100%

参加経験がない運営や企画指導の補助親子で参加できる行事 はいいいえ
「今後，放課後子供教室運営に

どんな参加をしたいか」

13

33

7

25

26

87

67

93

75

74

0% 50% 100%

計画作成・内容検討指導の補助広報活動費用の協力参加したくない はいいいえ

１ 連携に関わる現状と分析～全国～

（４）家庭との連携～文部科学省委託調査「放課後子どもプラン実施状況調査報告書」より～※（放課後子供教室に通う子の保護者への問い）
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（５）放課後児童クラブとの連携①

１ 連携に関わる現状と分析～全国～

〇 放課後子供教室実施小学校校区のうち，放課後児童クラ

ブと連携して実施している校区数の割合は19.3%
（1103/5707）

〇 放課後子供教室実施小学校校区のうち，放課後児童クラ

ブと一体的に実施している校区数の割合は10.0%
（569/5707）※「連携して実施」…クラブと教室が別々の部屋を使用して実施している場合で，クラブの子供が教室に参加するなどの活動をしている状態※「一体的に実施」…クラブと教室が同じ部屋を使用して実施している場合で，子供たちが一緒に活動している状態～文部科学省「放課後子どもプラン実施状況調査について」より～

１ 連携に関わる現状と分析～全国～

（６）放課後児童クラブとの連携②
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● 各関係機関が連携をすることで，子供への理解が深まり，より

子供の実態に応じた支援が可能になる。

● 学校・家庭・地域など，それぞれ立場が違っても同じ方向性で

取り組むことができるようになる。

● 核家族が多い中，多様な人との交流は子供の心を豊かにす

る。また，子供たちは様々な人との関わりを通して「がまん」や「仲

間づくり」を自然に身に付けることができる。

● 学校・家庭・地域の連携が深まることで，地域ぐるみで子どもを

育てる態勢ができる。

● 地域の特色・人材を生かすことで，活動の幅が広がり，有意義

な学習や体験をすることができる。

●地域の人が子供たちと顔見知りになることで，防犯対策につな

がる。

テーマ設定の背景 県内の状況
各関係機関との連携がもたらすメリット～県内の教室関係者の声 平成26年度第2回コーディネーター等研修会より～

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

（１）教室関係者等の声～平成24，25，26年度放課後子供教室関係者等研修会参加者アンケートより～
〇 先生と子供のことについて話したいができない。

〇 学校関係者と一緒に研修ができたらよい。

〇 保護者との関わり方について研修したい。

〇 保護者に話したいことがあっても，なかなか機会がない。

〇 他の教室や児童クラブの取組内容を聞き，課題や悩みを共有

したい。

教教教教室関係者等の声からも，連携への必要感が高まっている室関係者等の声からも，連携への必要感が高まっている室関係者等の声からも，連携への必要感が高まっている室関係者等の声からも，連携への必要感が高まっている
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平成26年度第１回コーディネーター等研修会の参加者

に振返りシート（次の頁）を実施し，各市町の放課後子供

教室における，学校・家庭・放課後児童クラブ・他の放課

後子供教室との連携の状況を調査（平成26年11月17日）

※ 県内9市町（県内放課後子供教室実施20市町の内），15名

（県内配置コーディネーター55名の内）の放課後子供教室コー

ディネーター，５名の市町担当者計20名からの回答

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

（２）アンケートの方法～平成26年度第１回コーディネーター等研修会参加者振返りシートより～

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～
（３）アンケートの様式～コーディネーター等研修会参加者振返りシートより～
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（４）各関係機関との連携

「担当する放課後子供教室と各機関との間で，何らかの連携をし

ている」

55

47

100

95

45

53

0

5

0% 50% 100%

他の放課後子供教室放課後児童クラブ学校
家庭 連携している連携していない

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

「放課後子供教室と各関係機関との間で次の方法の連携を行っている」

19

29

30

25

53

81

71

70

75

47

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働の活動運営委員会等参加活動意見の聞取り情報提供
行っている行っていない

（５）連携の方法

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～
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「学校と次の連携を行っている」

20

70

30

45

80

80

30

70

55

20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働の活動運営委員会等参加活動意見を聞取り情報提供
はいいいえ

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

（６）学校との連携

「保護者と次の連携を行っている」

30

20

50

45

65

70

80

50

55

35

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働の活動運営委員会等参加活動意見を聞取り情報提供
はいいいえ

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

（７）家庭との連携
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「放課後児童クラブと次の連携を行っている」

11

11

26

5

26

89

89

74

95

74

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働の活動運営委員会等参加活動意見を聞取り情報提供
はいいいえ

（８）放課後児童クラブとの連携

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

「他の放課後子供教室と次の連携を行っている」

15

15

15

5

40

85

85

85

95

60

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働の活動運営委員会等参加活動意見の聞取り情報提供
はいいいえ

（９） 他の放課後子供教室との連携

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～
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（（（（A））））学校学校学校学校との連携との連携との連携との連携ーーーー協働の活動協働の活動協働の活動協働の活動

（（（（B））））家庭家庭家庭家庭ととととの連携の連携の連携の連携ーーーー運営に関わる協議運営に関わる協議運営に関わる協議運営に関わる協議などなどなどなど

（（（（C））））放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブととととのののの連携連携連携連携

ーーーーまずは情報の共有まずは情報の共有まずは情報の共有まずは情報の共有からからからから

２ 連携に関わる現状と分析～県内の傾向～

（10） 今後進めていきたい連携

（１）（１）（１）（１）広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市

山内放課後山内放課後山内放課後山内放課後

子ども教室子ども教室子ども教室子ども教室＜＜＜＜学校，家庭との学校，家庭との学校，家庭との学校，家庭との連携モデ連携モデ連携モデ連携モデルルルル事例＞事例＞事例＞事例＞
※※※※平成平成平成平成25年度年度年度年度

「優れた「優れた「優れた「優れた『『『『地域による地域による地域による地域による

学校支援活動学校支援活動学校支援活動学校支援活動』』』』推進推進推進推進

に係る文部に係る文部に係る文部に係る文部科学大臣科学大臣科学大臣科学大臣

表彰」表彰」表彰」表彰」受賞受賞受賞受賞出典：参考文献（７）

３ 連携のモデル事例
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３ 連携のモデル事例

（１）（１）（１）（１）広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市広島県庄原市 山内放課後子ども教室山内放課後子ども教室山内放課後子ども教室山内放課後子ども教室〇学校との連携〇学校との連携〇学校との連携〇学校との連携・・・・ 小学校に隣接された自治振興センターで教室を実施という立地条件を活用小学校に隣接された自治振興センターで教室を実施という立地条件を活用小学校に隣接された自治振興センターで教室を実施という立地条件を活用小学校に隣接された自治振興センターで教室を実施という立地条件を活用し，関係者との連携を図る。し，関係者との連携を図る。し，関係者との連携を図る。し，関係者との連携を図る。・・・・ 月に一度の指導者会に小学校長が出席し，学校の教育方針や教室のねらい月に一度の指導者会に小学校長が出席し，学校の教育方針や教室のねらい月に一度の指導者会に小学校長が出席し，学校の教育方針や教室のねらい月に一度の指導者会に小学校長が出席し，学校の教育方針や教室のねらいや活動等について連携。や活動等について連携。や活動等について連携。や活動等について連携。
→子供たちの成長を学校と共に見守る。子供たちの成長を学校と共に見守る。子供たちの成長を学校と共に見守る。子供たちの成長を学校と共に見守る。（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）学校学校学校学校との連携との連携との連携との連携ーーーー協働の協働の協働の協働の活動活動活動活動〇家庭との連携〇家庭との連携〇家庭との連携〇家庭との連携・・・・ 指導方針の一つに「保護者，学校との連携を密にする」ことを掲げる。指導方針の一つに「保護者，学校との連携を密にする」ことを掲げる。指導方針の一つに「保護者，学校との連携を密にする」ことを掲げる。指導方針の一つに「保護者，学校との連携を密にする」ことを掲げる。・・・・ 連絡帳等を活用し，保護者と生活面・学習面において連絡を取り合う。連絡帳等を活用し，保護者と生活面・学習面において連絡を取り合う。連絡帳等を活用し，保護者と生活面・学習面において連絡を取り合う。連絡帳等を活用し，保護者と生活面・学習面において連絡を取り合う。・・・・ 保護者からの高い評価を受けている。保護者からの高い評価を受けている。保護者からの高い評価を受けている。保護者からの高い評価を受けている。

３ 連携のモデル

事例

（２）（２）（２）（２）広島県府中町広島県府中町広島県府中町広島県府中町

府中町放課後府中町放課後府中町放課後府中町放課後

子供教室子供教室子供教室子供教室＜＜＜＜家庭，放課後児童クラ家庭，放課後児童クラ家庭，放課後児童クラ家庭，放課後児童クラブ，放課後子供教室間ブ，放課後子供教室間ブ，放課後子供教室間ブ，放課後子供教室間の連携事例＞の連携事例＞の連携事例＞の連携事例＞※※※※平成平成平成平成2４年度４年度４年度４年度「優れた「優れた「優れた「優れた『『『『地域による学校支地域による学校支地域による学校支地域による学校支援活動援活動援活動援活動』』』』推進推進推進推進に係る文部に係る文部に係る文部に係る文部科科科科学大臣表彰」学大臣表彰」学大臣表彰」学大臣表彰」受賞（学校支受賞（学校支受賞（学校支受賞（学校支援地域本部）援地域本部）援地域本部）援地域本部）出典：参考文献（７）
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３ 連携のモデル事例

（２）（２）（２）（２）広島県府中町広島県府中町広島県府中町広島県府中町 府中町放課後子供教室府中町放課後子供教室府中町放課後子供教室府中町放課後子供教室〇家庭との連携〇家庭との連携〇家庭との連携〇家庭との連携・・・・ 保護者対象に説明会を兼ねて，「親プロ」講座実施保護者対象に説明会を兼ねて，「親プロ」講座実施保護者対象に説明会を兼ねて，「親プロ」講座実施保護者対象に説明会を兼ねて，「親プロ」講座実施・・・・ 保護者同士の交流を目的に，町内の放課後子供教室，放課後児童クラブの保護者同士の交流を目的に，町内の放課後子供教室，放課後児童クラブの保護者同士の交流を目的に，町内の放課後子供教室，放課後児童クラブの保護者同士の交流を目的に，町内の放課後子供教室，放課後児童クラブの子供と保護者が参加する行事を開催子供と保護者が参加する行事を開催子供と保護者が参加する行事を開催子供と保護者が参加する行事を開催→（Ｂ）家庭との連携ー運営に関わる協議〇放課後児童クラブとの連携〇放課後児童クラブとの連携〇放課後児童クラブとの連携〇放課後児童クラブとの連携・・・・ 子供たちが互いに知り合い，スタッフ同士も活動などを知ることを目的に，町子供たちが互いに知り合い，スタッフ同士も活動などを知ることを目的に，町子供たちが互いに知り合い，スタッフ同士も活動などを知ることを目的に，町子供たちが互いに知り合い，スタッフ同士も活動などを知ることを目的に，町内内内内の放課後子供教室，放課後児童の放課後子供教室，放課後児童の放課後子供教室，放課後児童の放課後子供教室，放課後児童クラブ合同の行事を実施クラブ合同の行事を実施クラブ合同の行事を実施クラブ合同の行事を実施・・・・ 町内の放課後町内の放課後町内の放課後町内の放課後子供教室，放課後児童子供教室，放課後児童子供教室，放課後児童子供教室，放課後児童クラブスタッフ合同の研修会を行うクラブスタッフ合同の研修会を行うクラブスタッフ合同の研修会を行うクラブスタッフ合同の研修会を行う
→（Ｃ）放課後児童クラブとの連携ーまずは情報の共有〇放課後子供教室間の連携〇放課後子供教室間の連携〇放課後子供教室間の連携〇放課後子供教室間の連携・・・・ 町内５教室が，年間を通して百人一首に取り組み，成果発表の場として５教室町内５教室が，年間を通して百人一首に取り組み，成果発表の場として５教室町内５教室が，年間を通して百人一首に取り組み，成果発表の場として５教室町内５教室が，年間を通して百人一首に取り組み，成果発表の場として５教室合同カルタ大会を開催するなど，学校区を超えた交流の取組。合同カルタ大会を開催するなど，学校区を超えた交流の取組。合同カルタ大会を開催するなど，学校区を超えた交流の取組。合同カルタ大会を開催するなど，学校区を超えた交流の取組。
３ 連携のモデル

事例

（３）（３）（３）（３）京都府長岡京都府長岡京都府長岡京都府長岡

京市京市京市京市

神足すくすく神足すくすく神足すくすく神足すくすく

教室教室教室教室＜＜＜＜学校との連携モデル学校との連携モデル学校との連携モデル学校との連携モデル事例事例事例事例＞＞＞＞※※※※平成平成平成平成25年度年度年度年度「優れた「優れた「優れた「優れた『『『『地域による地域による地域による地域による学校支援活動学校支援活動学校支援活動学校支援活動』』』』推進推進推進推進に係る文部に係る文部に係る文部に係る文部科学大臣科学大臣科学大臣科学大臣表彰」表彰」表彰」表彰」受賞受賞受賞受賞出典：参考文献（７）
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３ 連携のモデル事例

（３）（３）（３）（３）京都府長岡京市京都府長岡京市京都府長岡京市京都府長岡京市 神足すくすく教室神足すくすく教室神足すくすく教室神足すくすく教室

〇〇〇〇学校との連携学校との連携学校との連携学校との連携

・・・・ 放課後子供教室関係者が，学校の環境教育の取組にボラン放課後子供教室関係者が，学校の環境教育の取組にボラン放課後子供教室関係者が，学校の環境教育の取組にボラン放課後子供教室関係者が，学校の環境教育の取組にボラン

ティアとして協力するなどして，学校教育と連携ティアとして協力するなどして，学校教育と連携ティアとして協力するなどして，学校教育と連携ティアとして協力するなどして，学校教育と連携

・・・・ 校区の小学校以外にも，地域の高校陸上部による「陸上教校区の小学校以外にも，地域の高校陸上部による「陸上教校区の小学校以外にも，地域の高校陸上部による「陸上教校区の小学校以外にも，地域の高校陸上部による「陸上教

室」や，地域の中学校による「水泳教室」を行うなど，地域の学室」や，地域の中学校による「水泳教室」を行うなど，地域の学室」や，地域の中学校による「水泳教室」を行うなど，地域の学室」や，地域の中学校による「水泳教室」を行うなど，地域の学

校とも連携校とも連携校とも連携校とも連携

・・・・ 放課後子供教室関係者とともに，ＰＴＡや，ＰＴＡのＯＢや学校放課後子供教室関係者とともに，ＰＴＡや，ＰＴＡのＯＢや学校放課後子供教室関係者とともに，ＰＴＡや，ＰＴＡのＯＢや学校放課後子供教室関係者とともに，ＰＴＡや，ＰＴＡのＯＢや学校

評議員からなる運営委員会を組織し，定期的に子供たちの様評議員からなる運営委員会を組織し，定期的に子供たちの様評議員からなる運営委員会を組織し，定期的に子供たちの様評議員からなる運営委員会を組織し，定期的に子供たちの様

子や，活動内容等について情報交換を行う子や，活動内容等について情報交換を行う子や，活動内容等について情報交換を行う子や，活動内容等について情報交換を行う

→（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）学校学校学校学校との連携との連携との連携との連携ーーーー協働の協働の協働の協働の活動活動活動活動

・・・・ 神足小学校のホームページ神足小学校のホームページ神足小学校のホームページ神足小学校のホームページに教室のに教室のに教室のに教室のコーナーがコーナーがコーナーがコーナーがあり，申込書あり，申込書あり，申込書あり，申込書

や予定表のダウンロードや予定表のダウンロードや予定表のダウンロードや予定表のダウンロードがががが可能可能可能可能

・・・・ 毎月の計画を作成し学校を通して参加申込み等の文書を全児毎月の計画を作成し学校を通して参加申込み等の文書を全児毎月の計画を作成し学校を通して参加申込み等の文書を全児毎月の計画を作成し学校を通して参加申込み等の文書を全児

童に童に童に童に配布配布配布配布

・・・・ ＰＴＡ総会，入学説明会等の学校行事を活用ＰＴＡ総会，入学説明会等の学校行事を活用ＰＴＡ総会，入学説明会等の学校行事を活用ＰＴＡ総会，入学説明会等の学校行事を活用し教室の取組紹介し教室の取組紹介し教室の取組紹介し教室の取組紹介

３ 連携のモデル事例 （（（（４）４）４）４）東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区 ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）※※※※平成平成平成平成26年度「放課後子ども推進プランに関する自治体担当者会議年度「放課後子ども推進プランに関する自治体担当者会議年度「放課後子ども推進プランに関する自治体担当者会議年度「放課後子ども推進プランに関する自治体担当者会議【【【【資料３資料３資料３資料３】】】】一体的な，又は連携によるモデルケース（例）」より一体的な，又は連携によるモデルケース（例）」より一体的な，又は連携によるモデルケース（例）」より一体的な，又は連携によるモデルケース（例）」より
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３ 連携のモデル事例

（４）（４）（４）（４）東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区 ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）

＜放課後児童クラブとの一体的実施モデル事例＞＜放課後児童クラブとの一体的実施モデル事例＞＜放課後児童クラブとの一体的実施モデル事例＞＜放課後児童クラブとの一体的実施モデル事例＞

〇システム〇システム〇システム〇システム

・・・・ 小学校に併設された施設に，「新ＢＯＰ室１」と，小学校に併設された施設に，「新ＢＯＰ室１」と，小学校に併設された施設に，「新ＢＯＰ室１」と，小学校に併設された施設に，「新ＢＯＰ室１」と， 「「「「新ＢＯＰ室新ＢＯＰ室新ＢＯＰ室新ＢＯＰ室

２」があり，２」があり，２」があり，２」があり， 「新ＢＯＰ室１「新ＢＯＰ室１「新ＢＯＰ室１「新ＢＯＰ室１」は主に学童クラブに登録している児」は主に学童クラブに登録している児」は主に学童クラブに登録している児」は主に学童クラブに登録している児

童が使い，童が使い，童が使い，童が使い， 「新ＢＯＰ室２「新ＢＯＰ室２「新ＢＯＰ室２「新ＢＯＰ室２」はＢＯＰ児童と，学童クラブ児童の双」はＢＯＰ児童と，学童クラブ児童の双」はＢＯＰ児童と，学童クラブ児童の双」はＢＯＰ児童と，学童クラブ児童の双

方が使う。方が使う。方が使う。方が使う。

・・・・ 「「「「新ＢＯＰ室１新ＢＯＰ室１新ＢＯＰ室１新ＢＯＰ室１」には学童クラブに所属している児童の名前入」には学童クラブに所属している児童の名前入」には学童クラブに所属している児童の名前入」には学童クラブに所属している児童の名前入

りりりりロッカーがあり，子供の出席等は連絡帳で確認をする。ロッカーがあり，子供の出席等は連絡帳で確認をする。ロッカーがあり，子供の出席等は連絡帳で確認をする。ロッカーがあり，子供の出席等は連絡帳で確認をする。 「「「「新新新新

ＢＯＰ室ＢＯＰ室ＢＯＰ室ＢＯＰ室２２２２」には誰でも利用できるロッカーがあり，子供はクラス」には誰でも利用できるロッカーがあり，子供はクラス」には誰でも利用できるロッカーがあり，子供はクラス」には誰でも利用できるロッカーがあり，子供はクラス

ごとの名簿に自分で丸をつける。ごとの名簿に自分で丸をつける。ごとの名簿に自分で丸をつける。ごとの名簿に自分で丸をつける。

・・・・ 子供たちは学校が終わるとランドセルを持って子供たちは学校が終わるとランドセルを持って子供たちは学校が終わるとランドセルを持って子供たちは学校が終わるとランドセルを持って「「「「新ＢＯＰ室」に新ＢＯＰ室」に新ＢＯＰ室」に新ＢＯＰ室」に

きて自由遊び等の時間を過ごす。きて自由遊び等の時間を過ごす。きて自由遊び等の時間を過ごす。きて自由遊び等の時間を過ごす。

・・・・ 学童児童のスケジュールは，ＢＯＰ児童が終わるまではおや学童児童のスケジュールは，ＢＯＰ児童が終わるまではおや学童児童のスケジュールは，ＢＯＰ児童が終わるまではおや学童児童のスケジュールは，ＢＯＰ児童が終わるまではおや

つのつのつのつの時間以外は同じ。時間以外は同じ。時間以外は同じ。時間以外は同じ。

・・・・ 午後５時になるとＢＯＰ児童が帰宅。その後は学童に所属し午後５時になるとＢＯＰ児童が帰宅。その後は学童に所属し午後５時になるとＢＯＰ児童が帰宅。その後は学童に所属し午後５時になるとＢＯＰ児童が帰宅。その後は学童に所属し

てててている子供いる子供いる子供いる子供だだだだけで学けで学けで学けで学習習習習やややや読読読読者など室内で者など室内で者など室内で者など室内で静静静静かに過ごす。かに過ごす。かに過ごす。かに過ごす。

３ 連携のモデル事例

（４）（４）（４）（４）東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区東京都世田谷区 ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）ＢＯＰ（ボップ）

〇活動の〇活動の〇活動の〇活動の工夫工夫工夫工夫

・・・・ 小学校に小学校に小学校に小学校に隣隣隣隣接した接した接した接した建物建物建物建物に，児童クラブと放課後子供教室の部に，児童クラブと放課後子供教室の部に，児童クラブと放課後子供教室の部に，児童クラブと放課後子供教室の部

屋屋屋屋がががが並ん並ん並ん並んで設で設で設で設置置置置という環境の利という環境の利という環境の利という環境の利点点点点をををを生生生生かし，クラブと教室間のかし，クラブと教室間のかし，クラブと教室間のかし，クラブと教室間の

壁壁壁壁をををを極極極極力つ力つ力つ力つくくくくらない取組らない取組らない取組らない取組

→（（（（ＣＣＣＣ））））放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブとのとのとのとの連携連携連携連携ーーーーままままずずずずは情報のは情報のは情報のは情報の共有共有共有共有

・・・・ 子供たちが自由遊びを子供たちが自由遊びを子供たちが自由遊びを子供たちが自由遊びを楽楽楽楽ししししむむむむ中で，中で，中で，中で，友達友達友達友達関係を広関係を広関係を広関係を広げげげげるたるたるたるためめめめに，に，に，に，

イベイベイベイベンンンントトトトを定期的にを定期的にを定期的にを定期的に開催開催開催開催し，し，し，し，普段普段普段普段自主的には遊自主的には遊自主的には遊自主的には遊ばばばばない子供同ない子供同ない子供同ない子供同士士士士

の交の交の交の交流流流流をををを促促促促進進進進

・・・・ 学童の学童の学童の学童の保護保護保護保護者からの「学者からの「学者からの「学者からの「学習習習習の時間も確の時間も確の時間も確の時間も確保保保保してしてしてして欲欲欲欲しい」というしい」というしい」というしい」という要要要要

望望望望を受けて，「学を受けて，「学を受けて，「学を受けて，「学習タイ習タイ習タイ習タイム」を設定するム」を設定するム」を設定するム」を設定するこここことで，体とで，体とで，体とで，体験験験験活動と活動と活動と活動と共共共共に学に学に学に学

習習習習時間も時間も時間も時間も保障保障保障保障 注１：注１：注１：注１：学童学童学童学童クラブ，クラブ，クラブ，クラブ，ＢＯＰ学童ＢＯＰ学童ＢＯＰ学童ＢＯＰ学童…放課後児童放課後児童放課後児童放課後児童クラブクラブクラブクラブ注２：（新）ＢＯＰ注２：（新）ＢＯＰ注２：（新）ＢＯＰ注２：（新）ＢＯＰ…放課後子供教室放課後子供教室放課後子供教室放課後子供教室
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（１）学校との連携（１）学校との連携（１）学校との連携（１）学校との連携

（Ａ）学校との連携ー協働の活動

→連携しやすい行事での連携

多忙多忙多忙多忙な教な教な教な教職職職職員も員も員も員も夏季休業夏季休業夏季休業夏季休業中なら中なら中なら中なら比較比較比較比較的時間の都的時間の都的時間の都的時間の都合合合合ががががつきやすいつきやすいつきやすいつきやすい

・夏休みに開催する放課後子供教室の行事に参加を呼びかけ，協

力を依頼する。

・教職員にゲストティーチャーとして参加してもらう。

４ 連携についての提案

（１）学校との連携～その他の取組提案～・日誌を作成し職員室に返却，回覧システムを作る。・便り，教室関係の配布物は学校を通して配布する。・職員室内にコーディネーターの席を配置してもらう。・コーディネーターが学校支援地域本部等の協力をし，学校の教育活動にボランティアとして参加する。→教室教室教室教室運営について連携，子供の情報を共有運営について連携，子供の情報を共有運営について連携，子供の情報を共有運営について連携，子供の情報を共有，相談，相談，相談，相談ししししやすい関係を作る。やすい関係を作る。やすい関係を作る。やすい関係を作る。・入学説明会で放課後子供教室の案内をする。・PTA総会等で全学年の保護者に向け，放課後子供教室の活動紹介，参加呼掛ける。・学校のHPに放課後子供教室の実施予定等の情報のスペースを作り，HPから入会手続き書類がダウンロードできるようにする。・学校のHPから放課後子供教室の便りにつながるリンクを貼る。→学校学校学校学校関係者関係者関係者関係者に放課後子供教室の活動内容を知ってもらうとともに，に放課後子供教室の活動内容を知ってもらうとともに，に放課後子供教室の活動内容を知ってもらうとともに，に放課後子供教室の活動内容を知ってもらうとともに，繰り返し広く繰り返し広く繰り返し広く繰り返し広く多くの保護多くの保護多くの保護多くの保護者，子供に放課後子供教室の活動について知ってもらう。者，子供に放課後子供教室の活動について知ってもらう。者，子供に放課後子供教室の活動について知ってもらう。者，子供に放課後子供教室の活動について知ってもらう。

４ 連携についての提案
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４ 連携についての提案

（２）家庭との連携

（Ｂ）家庭との連携ー運営に関わる協議など

→連携しやすい行事で連携を深める・季節感のある行事で参加を呼びかける（夏祭り，クリスマス等）・土曜日に親子向けイベントを企画・参加する保護者に役割を与える（料理，縫物，工作等の先生）・父親の出番，活躍を意識した協力要請（デイキャンプ，年末大掃除等）・協力者バンクを作り，保護者に登録を呼びかけ，関連行事の時に協力を依頼・年度初めに保護者向け説明会を行い，運営に関する理解を高めるとともに，保護者からの教室運営に関するニーズを収集・機会を捉えて，「親プロ」等を活用し，子育てに関する意識を高めるとともに保護者同士が学び合える雰囲気づくりをする。

（２）家庭との連携～その他の取組提案～

・連絡ノートや，出席カードを作成

・送迎を保護者にしてもらい，顔を合わせた時に話をする。

・普段から子供の様子について話せる関係をつくっておく。

・機会を捉えて，保護者，子供にアンケート等を行い放課後子供教

室に対する声をキャッチ→普段普段普段普段から関係を作っておき，から関係を作っておき，から関係を作っておき，から関係を作っておき，何何何何かあったかあったかあったかあった

時には時には時には時には話話話話のできる関係をおのできる関係をおのできる関係をおのできる関係をお互互互互いにいにいにいに構築構築構築構築するするするする。。。。

・定期的に放課後子供教室の便りを発行し，教室運営の様子につ

いて知らせる

・参観日や学校の地域公開の日に合わせ，放課後子供教室を開

催→放課後放課後放課後放課後子供教室の参加者，子供教室の参加者，子供教室の参加者，子供教室の参加者，未未未未参加者を参加者を参加者を参加者を含め含め含め含めて広て広て広て広く知く知く知く知ってもらってもらってもらってもら

うううう機機機機会を作る。会を作る。会を作る。会を作る。

４ 連携についての提案
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（３）放課後児童クラブとの連携

（（（（ＣＣＣＣ））））放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブとのとのとのとの連携連携連携連携ーーーーままままずずずずは情報のは情報のは情報のは情報の共有共有共有共有からからからから

→連携の連携の連携の連携の素素素素地地地地づくづくづくづくりりりり・共に子供を育てるという意識に立つ。・お互いに情報を共有し，児童理解を深める。・特別な時だけではなく，普段から子供の様子について話せる関係をつくっておく。・便りをお互いに交換し合い，活動について知る。・合同の研修機会を持ち，共に専門的な知識を高める。・定期的に連絡会議を行う。

４ 連携についての提案

（３）放課後児童クラブとの連携～その他の取組提案～・放課後子供教室と放課後児童クラブの場所が学校に併設，あるいは隣接している場合は，グランドや体育館を利用して自由遊びを行う・一つの会場で多くの子供が共に体験できる活動を工夫する（読み聞かせ，音楽会など）・放課後子供教室，放課後児童クラブでそれぞれ練習を行い，発表や対戦を合同で行うことで，普段の活動にも，めあてが持てる（縄跳び大会，ドッジボール大会，かるた大会）・制作活動を放課後子供教室，放課後児童クラブで行い，展示や発表を合同で行う（公民館祭り，文化祭などへの出品，平和の折鶴）→連携しやすい行事を共共共共に活動することで子供の意欲に活動することで子供の意欲に活動することで子供の意欲に活動することで子供の意欲が，より高まるが，より高まるが，より高まるが，より高まる活動活動活動活動

４ 連携についての提案
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５ まとめ

＜今後へ向けて＞

今回，放課後子供教室と各関係機関との連携の状況につ

いて調査研究を行うことにより，国の目標，現場の関係者か

らの必要感に対して，放課後子供教室と関係機関との連携

が，十分には進んでいない状況が明らかになった。

そこには，予算の壁，人員の壁，時間の壁，環境の壁など

多くの解決しなければならないことがある。これらは個人のレ

ベルでは，なかなか解決できないけれど，各関係機関との連

携を充実させていくことが子供の成長にとって有意義なことで

あるという意識に立ち，まずは，「連携は必要ない」，「必要だ

けどできない」という意識の壁から突破していきたい。そのた

めに，今後の研修等のあり方を工夫，検討するとともに，本調

査研究をその一助としたい。

（１） 文部科学省 厚生労働省 「放課後子ども総合プランに関する自治体担当者会議」【資料１】「放課後子ども総合プランについて」 平成26年８月11日（２） 文部科学省 厚生労働省 「放課後子ども総合プランに関する自治体担当者会議」【資料５】「放課後子供教室等について」 平成26年８月11日（３） 財団法人 日本システム開発研究所 平成19年度文部科学省委託調査『総合的な放課後対策推進のための調査研究』「放課後子どもプラン実施状況調査報告書」 平成20年３月（４） 文部科学省「放課後子どもプラン実施状況調査について」 平成20年６月23日（５） 文部科学省 厚生労働省 「放課後子ども総合プランに関する自治体担当者会議」【資料３】「一体的な，又は連携によるモデルケース（例）」平成26年８月11日（６） 文部科学省 厚生労働省 「放課後子ども総合プランに関する自治体担当者会議」【資料４】「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）について」 平成26年８月11日（７） 文部科学省 厚生労働省ＨＰ 「学校と地域でつくる学びの未来」（８） 広島県立生涯学習センター「平成24年度放課後子ども教室コーディネーター等研修会 事例発表資料」「自治振興区による放課後子ども教室の取組 庄原市山内自治振興区」平成24年11月14日（実安裕美）（９） 広島県立生涯学習センター「平成25年度放課後子ども教室コーディネーター等研修会 事例発表資料」「～地域の子どもは地域で育てる～府中町放課後子ども教室」平成25年11月12日（長岡聖奈子）（10） 広島県立生涯学習センターＨＰ「『親プロ』講座の様子 平成24年度【府中町放課後子ども教室】」平成26年12月19日（11） 広島県教育委員会「平成24年度放課後子ども教室推進事業放課後子ども教室コーディネーター等研修資料」「安全・安心な放課後の居場所づくりのために」平成25年３月（12） 日経ＢＰ社「日経ＤＵＡＬ」「高い出席率が人気を物語る世田谷区の新ＢＯＰ学童」平成26年12月11日http://dual.nikkei.co.jp/article.aspx？id（13） 厚生労働省雇用機会均等・児童家庭局育成環境課 「放課後児童クラブ実践事例集」 平成21年３月（14） 志々田まなみ「『学校支援を核とした地域づくり』にむけた課題」社会教育 一般財団法人 日本青年館 2014年５月号 ｐ.50－56（15 ） 永井順國ほか「学校と地域の連携・協働による－『放課後』『土曜日』の充実－」 社会教育一般財団法人 日本青年館 2014年５月号 ｐ.８－32 （16） 中央教育審議会生涯学習分科会 今後の放課後等の教育支援の在り方に関するワーキンググループ「子供たちの豊かな学びのための放課後・土曜日の教育環境づくり～“あったらいいな”を形にする夢の教育～」 平成26年度６月25日（17） 永井順國ほか「学校教育との連携・協働による地域コミュニティの形成」 社会教育 2013年５月号 ｐ.８－29（18） 広島県立生涯学習センター 平成26年度第１回放課後子供教室コーディネーター等研修会 参加者振返りシート 平成26年11月17日（19） 広島県立生涯学習センター 平成26年度第２回放課後子供教室コーディネーター等研修資料「放課後子供教室と関係機関との連携について」 平成27年３月５日
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